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　節足動物の体節間で認められる連続相同的な構造物
は、体節ごとに独立して形態的・機能的に分化すること
により、多様な形態形成に貢献している。我々は以前に、
チャイロコメノゴミムシダマシ（Tenebrio molitor）の前
胸および腹部において、以下の 2つの特徴を観察し、翅
と連続相同性を有する構造物が存在する可能性を示し
た。（ 1）Hox遺伝子の機能抑制により、翅への交換可
能性を示す。（ 2）キイロショウジョウバエの翅形成に
おいて中心的な役割を有する転写因子 Vg/Sdが発現・機
能する細胞群により主に構成される。しかしながら、こ
れらの翅連続相同物は体節間で大きく異なる形態を示し
ており、その違いを生み出すメカニズムは不明である。
　本研究は、チャイロコメノゴミムシダマシの翅連続相

同物の形成に関与する遺伝子群の共通性を理解すること
を目的として、前胸および腹部におけるキイロショウ
ジョウバエの翅原基パターン形成遺伝子オルソログの発
現および機能を調査した。その結果、複数の翅原基パ
ターン形成遺伝子について、前胸および腹部体節側方域
における発現が認められたものの、これらの遺伝子は体
節ごとに異なる空間的発現パターンを示した。これらの
遺伝子の機能を阻害し、各体節における役割を調査した
ところ、体節特異的な遺伝子の機能が明らかとなった。
本研究の結果より、無翅体節における翅連続相同物の存
在が支持されるとともに、体節特異的な空間的遺伝子発
現パターン形成によって、各体節における大きな形態的
差異が生じることが示唆された。

* Abstract of paper read at the 52nd Annual Meeting of the Arthropodan Embryological Society of Japan, July 10–11, 2016 (Yokosuka, Kanagawa).


